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〔書 評〕
文献紹介 最近の並列分散システム理論の動向
























































































































































































































































































































かか ら生れて きた といって よい｡そこでは
Minsky-Papertを中心とする人間らしい情報処
理の新しいモデルが､脂と社会の動態理論をくみ
こんで作りだされている｡臓のアナロジーはMIT
でのAI研究の伝統であるが､ここに社会のアス
ペクトが導入されるにおよび､革命的な脱AI研
究の火蓋が切っておとされたといってよい｡並列
分散理論ではいまひとつ神経回路網の動態をシミ
ュレー トするPDPコネクショニスト･モデルが
あるが､ソフトウェアの記号処理の仕組みを欠如
する､-- ドウェア依存のニューロ計算のモデル
川野洋 〔書 評〕
は､これまで紹介した理論とはアプローチを異に
するもので､ここでは触れないことにした｡最近､
AI研究で集団的に問題解決をもとめる分散型AI
(D (-Distrivuted)AI)の研究やヒューマン･
インタフェース論で協調モデルの研究が盛んにな
りつつあるが､この方向は明らかにここど述べら
れた並列分散理論の発展線上にあるといえる｡
最後のC.Hewittの論文はまだ翻訳されていな
いが､興味ぶかく､かつ重要と思われるので本紹
介に加えた｡
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